
きっかけ

取り組みの方法

●取り組み前   
入社後約 2週間は、京都本店だけでなく、銀座店・名古屋店で採用になったスタッフ
も合同で研修を行い、その後の約 2か月半の研修は、各配属先にすべてを任せていた。
また、これまで「自分で育つ」ことを大切にしてきたが、そこにこだわっていると時
間がかかり、少ない人数しか採用しないので、効率が上がらない。また、伸び悩んで
いる人は、どこでつまずいているかが自分で判らないケースが多く、助け船を出す必
要があると感じるようになった。

●取り組み後   
配属先の部署だけに任せず、全社を挙げて総合的にサポートしていく。
また、接客・販売に対人スキルは不可欠であるため、対人スキル向上のために、必要なこ
とを伝えていく。

人材確保のための、我が社の取り組み

時代の変化に合わせて、新入社員研修を見直し
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会社全体で、新入社員の達成度の把握に努める。どんなことに困っているか、どこ
で足踏みしているかを見極め、必要に応じてアドバイスをする

お客様に満足してご購入いただくためには、信頼できる「人」が必要であり、AI にはできない仕事である。
お客様一人ひとりの感性に響くような接客はマニュアル通りにはいかない。しかし対人スキルを磨くこ
とによって「自分のお客様」が増えてくると、仕事のやりがいもどんどん膨らんでいく。そこにたどり
着けるよう、研修期間中だけでなく、その先もずっと全社を挙げて社員をサポートしていく。

「“アポなし、服装自由” の店舗見学を長年受け入れていることからもわかるように、非常に
柔軟性のある会社です。いつお越しいただいても、現場のスタッフがきちんと話をして、ど
んな質問にも答えます。人間関係も良好で、長く勤めるほどやりがいが膨らんでいく仕事で
すので、弊社の魅力を知っていただけるような取り組みは、今後も続けていく予定です」

● ポイント ●

ひとこと
コメント

1584 年創業の老舗呉服店だが、堅苦しい雰囲気は一切なく、社員の自主性を重んじる自由な社風が根づい
ている。以前から “アポなし、服装自由” の店舗見学を受け入れ、リアルな職場を見てもらうことで、採用
につなげてきた。定着率もよく、離職者が少ないため、毎年新卒数名のみを採用し、時間をかけて育成して
きた。しかし、近年、その自由をうまく活かせず、ある程度の方向性を示さないと動けない若者が増加傾向
にある。そこで、入社後約 3か月にわたって行う新入社員研修の方法を見直し、2018 年 4月から実施する。

えりぜん

例 1

コミュニケーションを増やし、話しやすい環境をつくる

自主性を重んじながらも放任せず、育つまできちんとサポートする態勢を強化する

対人スキルの大切さを理解してもらい、身に付けられるよう実践的にアドバイスする
お客様から信頼していただくためには、第一印象や言葉遣い、行動、誠実さが不可欠
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